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ニジェール共和国

ドッソ県及びタウア県　学校教室建設計画

基本設計調査に関する

テクニカルノート仮訳

　国際協力事業団（以降“JICA”）の基本設計調査団（以降“チーム”）とニジェール共和国基礎教育省（以

降“MEB”）の間で 2001年 11月 13日に署名された討議議事録に基づき、チームのコンサルタント・メンバ

ーはMEBとの討議を行い、2001年 12月 10日まで現地調査を継続する予定である。

　討議と調査の結果として、両者は付属書に記述された技術的条件を確認した。

ニアメ　2001年 11月 30日

Junichi NEGORO
コンサルタントのチーフ
ニジェール共和国
ドッソ県及びタウア県　学校建設計画
に関する JICA基本設計調査団

Monsieur HAMISSOU OUMAROU
調査・計画局長
ニジェール共和国基礎教育省
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付属書付属書付属書付属書

１．教室の大きさは、8.7m×7m×3.0m（内法寸法）を採用する。

２．教室の設計仕様については、MEB としての規準はないが、メンテナンスが容易な仕様を採用すること

をMEBは希望する。

３．生徒用の机・椅子は基礎教育省の規準に従って一体型（2人掛け）とし、次の寸法のものを採用する。

机　部： 長さ 122cm

幅 40cm

高さ 68cm （中学校は 70cm）

椅子部： 高さ 42cm （中学校は 45cm）

４．教員用机と椅子は、基礎教育省の規準に従って、次の寸法のものを採用する。

１） 机

長さ 122cm

幅 60cm

高さ 73cm

引き出し付き

２） 椅子

座台高さ 45cm

奥行き 35cm

全体の高さ 82cm

幅 37cm

５．戸棚は教室への造り付けタイプとする。鋼製扉に 2 つの南京錠を付け、鋼製の取っ手を溶接にて取り付

ける。

６．中学校（CEG）が本計画の対象となる場合も、仕様・技術的条件については上の 1～5 に記した小学校

のものと同じとする。（但し生徒用机・椅子の高さについては例外とする。上記“3”参照）



資料７ 事業事前評価表

１． 対象事業名

ニジェール共和国　ドッソ県及びタウア県小学校教室建設計画

２． 我が国が援助することの必要性・妥当性

（１）

（２）

３． 協力対象事業の目的等

４． 協力対象事業の内容

（１）対象地域

ドッソ県（ボボイエ、ガヤ）及びタウア県（タウア市、タウア郡、コニ、マダウア）

（２）アウトプット

協力対象地区の53校に堅固な教室と便所棟が整備される。

（３）インプット

１．施設

便所棟 延面積

建替え 増築 合計 （ﾌﾞｰｽ数） (m2)
ドッソ 16 46 5 51 48 3,423.6
タウア 37 95 48 143 111 9,523.1

合計 53 141 53 194 159 12,946.7

２．施設備品

生徒用机・椅子（一体型、二人掛け） 25ｾｯﾄ/教室

教員用机と椅子 1ｾｯﾄ/教室

３．ソフトコンポーネント

・　学校運営委員会の再組織化・活性化を支援

・　学校運営ガイドラインの作成

（４）総事業費

概算事業費9.21億円 （日本国側9.19億円、ニジェール国側0.02億円）

（５）スケジュール

詳細設計期間を含めて、27カ月の工期を予定。

（６）実施体制

ニジェール国基礎教育省調査・計画局、各県教育事務所、視学官事務所。

施設完成後の運営・維持管理は、各学校運営委員会が主になって行う。

県名 学校数
教室数

ニジェール国は1人あたりGDPが200ドル（1999）と、UNDPの人間開発指数を見ても174カ国中173
位の 貧国であり、国民に直接裨益する援助を必要としている。また、同国政府は、民主化プロセ
スの進捗・治安状況に留意し、2000年1月に発足した新内閣も公約通りの民主化プロセスを進展させ
ていることから、我が国は基礎生活分野を中心とした援助を実施している。さらに、同国政府は世
銀及び各ドナーの協力のもと、2001年12月に「貧国削減戦略ペーパー（PRSP）」を完成させ､我が
国もこの実施に向けて積極的に貢献していく方針である。

劣悪な教育環境にある協力対象地域において、適正な基礎教育環境を整備することを目的とする。

ニジェール国はPRSPの中で農村開発、経済／社会開発、インフラ整備等を国家的優先事項としてい
る。教育は経済／社会開発政策の 優先事項の１つであるが、同国の教育セクター特に基礎サイク
ル１（小学校）は１：低就学率（34％）、２：地域による不均衡（都市部51％、農村部28％）、

３：性別による不均衡（女子27％、男子41％）といった問題を抱えている。このような状況の下、
教育政策として基礎教育（小学校）とノン・フォーマル教育（識字、職業訓練等）を優先し、基礎
教育については１：就学機会の拡大（総就学率を70％にまで向上させる）、２：人的・物的資源管
理システムの改善、３：内部・外部効率の改善といった目標を掲げている。

同国では、就学機会の拡大のための基礎教育施設が絶対的に不足しており、総就学率を70％にまで向上さ

せるには、12,910教室の建設と、2,000教室の改修が必要とされている。さらに、協力対象地域においては、
藁小屋教室や老朽化した教室が使用されている上に、生徒数に対応した教室数が確保されておらず、過密
状態にある。
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５． プロジェクトの成果

（１）プロジェクトにて裨益する対象の範囲及び規模

ドッソ県、タウア県　協力対象校の生徒　　年間約16,700人

（２）協力対象事業の目的（プロジェクトの目標）を示す指標

１．堅固な教室及び収容可能生徒数の増加

　　藁小屋教室や老朽化した教室141室の建替え及び53室の増築により、堅固な教室数が増加すると

　　ともに、堅固な教室で学習できる生徒数（年間）が増加する。

注： 2005年の生徒数は、１室当たり50人として計算した。

２．ソフトコンポーネントの実施による学校運営委員会活動の活性化

　　・　学校運営委員会の委員が選挙によって選ばれた学校数

　　・　学校運営活動計画に沿って行われた活動数

６． 外部要因リスク

（１）協力対象校に32名の教員が新たに配置される。

教員数

第１期（タウア県） 23
第２期（ドッソ県） 9
合計 32

（２）学校運営委員会による学校施設の維持管理が実施される。

７． 今後の評価計画

（１）事業評価に用いる成果指標

１．対象校における生徒数

２．学校運営委員会の委員が、選挙によって選ばれた学校数

３．学校運営活動計画に沿って行われた活動数

（２）評価のタイミング

協力対象事業完了後、 初の新学期が始まる時期（2005年10月）に評価実施予定

16,700人/年間

堅固な教室数

堅固な教室で学習できる生徒数 7,000人/年間

140 334

2001年 2005年
(協力対象事業の実施前) (協力対象事業の実施後)
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資料８　ニジェール国負担経費内訳

学校名 既存建物撤去 境界塀建設 樹木伐採 合計
（㎡） （ｍ） （本）

１期工事   ﾀｳｱ県
 ﾀｳｱ市
T-02 ｶﾝ･ﾌｧﾝ 0.00 130.00 0
T-04 ｺｳｪｲﾄ 0.00 470.60 0
T-05 ﾅｻﾗｳｰｱ 0.00 400.00 0
T-06 ｻﾎﾞﾝ･ｶﾞﾘ 0.00 523.20 0
T-07 ｼｬﾄｰ II 43.66 357.60 0
T-08 ﾄｩｰﾄﾞｩｰﾝ･ｱﾄﾞｩｰﾝ 0.00 459.50 0
T-09 ﾜﾀﾞﾀ 0.00 306.50 0
T-10 ﾒﾃﾞﾙｻ I 90.03 0.00 0
T-11 ﾒﾃﾞﾙｻ II 0.00 350.00 0
T-12 ｸｰﾌｧﾝ･ﾀｳｱ II 0.00 420.00 0
T-14 ﾄｩｰﾄﾞｩｰﾝ･ﾓﾚ 35.56 265.90 0
T-16 ｱﾃﾞｰﾙ 0.00 0.00 0
T-17 ｸｰﾌｧﾝ･ﾀｳｱ I 0.00 0.00 0
 ﾀｳｱ郡
T-18 ﾘﾃﾞｨﾃﾞｨ 100.82 463.40 0
T-19 ﾐﾅｳｰ 0.00 400.00 0
 ｺﾆ
T-20 ｴｸｽﾍﾟﾘﾏﾝﾀﾙ･ｺﾆ 0.00 647.80 0
T-21 ｱﾌﾞﾄﾞｩｰﾝ･ﾌﾞｰｶ 0.00 0.00 0
T-22 ｻﾎﾞﾝ･ｶﾞﾘ 0.00 283.90 0
T-23 ﾑｰﾝﾜﾀﾞﾀ I 333.44 456.70 0
T-24 ﾑｰﾝﾜﾀﾞﾀ II 50.56 544.40 0
T-25 ｸﾞｰﾗﾏ 56.00 445.40 0
T-27 ﾀﾏｶ 45.18 432.00 0
T-28 ﾃﾗｻ･ﾏﾝｸﾞｰ 51.13 459.20 0
T-29 ﾏｻﾗﾀ 0.00 380.50 0
T-30 ｱﾀﾞﾑ 0.00 661.00 0
T-31 ｷﾞﾀﾞﾝ･ｺﾞﾃﾞｨｱ 41.54 362.70 0
T-33 ﾒﾃﾞﾙｻ･ｺﾆ I 146.62 282.40 0
T-34 ﾒﾃﾞﾙｻ･ｺﾆ II 88.26 349.00 0
 ﾏﾀﾞｳｱ
T-37 ｱｶﾞﾃﾞｽﾀｳｰｱ 98.00 0.00 0
T-39 ｷﾞﾝｼﾞ 0.00 369.80 0
T-40 ﾏﾀﾞｳｱｰｴｸｽﾍﾟﾘﾏﾝﾀﾙ 0.00 455.60 0
T-42 ﾏﾀﾞｳｱｰｴｽﾄ 0.00 320.50 0
T-43 ｻｲﾀﾞﾜ 0.00 438.00 0
T-45 ｼｪﾘﾌｧﾜ 0.00 267.50 0
T-46 ﾊﾞﾙﾀﾅ 0.00 400.80 0
T-48 ｶﾞﾙﾀﾞｲｴ 0.00 405.20 0
T-50 ﾀﾞﾙﾊﾞﾃﾞｨｱ 0.00 272.00 0

小計 数量 1,180.80 12,781.10 0
工事費（FCFA） 2,361,600.00 4,480,000.00 0 6,841,600.00

２期工事   ﾄﾞｯｿ県
 ﾎﾞﾎﾞｲｴ
D-01 ｺﾄﾞ 0.00 405.00 0
D-02 ﾀﾞﾙ･ｴｽ･ｻﾗﾑ 164.16 606.00 0
D-03 ﾜｾﾞｲ 0.00 500.00 0
D-04 ｸﾞｰﾇｰﾋﾞ 0.00 518.10 0
D-05 ﾋﾞﾙﾆ･ｶﾙﾃｨｴ 111.28 598.80 0
D-06 ﾄｩｰﾄﾞｩｰ 0.00 420.30 0
 ｶﾞﾔ
D-33 ﾃﾞｨｳﾝﾃﾞｨｳｰ･ﾒﾃﾞﾙｻ 0.00 456.20 0
D-34 ﾌﾟﾗﾄｰ II　ｶﾞﾔ 0.00 385.80 0
D-36 ﾃﾞｨｳﾝﾃﾞｨｳｰ･ｶﾙﾃｨｴ 0.00 530.00 0
D-37 ｺﾞﾝﾄﾞﾙｰ 0.00 563.00 0
D-38 ｱﾌﾞﾃﾞﾗｼﾞ 0.00 567.80 0
D-39 ｶﾞﾔ･ﾌﾟﾗﾄｰ I 270.00 0.00 0
D-40 ｶﾞﾔ･ｶﾙﾃｨｴ 0.00 530.00 0
D-41 ﾊﾞﾆｽﾞｰﾝﾑﾌﾞｰ 63.86 650.00 0
D-42 ｺﾃｰｺﾃ 37.50 555.00 0
D-43 ｶﾞﾑｻﾞｷ 41.16 480.00 0

小計 数量 687.96 7,766.00 0
工事費（FCFA） 1,375,920.00 2,720,000.00 0 4,095,920.00

総計 数量 1,868.76 20,547.10 0
工事費（FCFA） 3,737,520.00 7,200,000.00 10,937,520.00

注）　塀の工事費は生け垣として計算した。
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資料９　調査対象校の現状（アクセス、自然災害等）

No. 学校名 強風 出水 害虫（鳥） 他 給水 給電 汚水排水

(◯：無) (◯：無) (◯：無) (◯：無) (×：無) (×：無) (×：無)

ドッソ ボボイェ D-1 ｺﾄﾞ ○ 31.0 ○ ○ ○ ○ 井戸 × 浸透式

D-2 ﾀﾞﾙ･ｴｽ･ｻﾗﾑ ○ 28.0 ○ ○ 天井 ○ 水道/井戸 × 浸透式

D-3 ﾜｾﾞｲ ○ 17.0 ○ ○ ○ ○ 井戸 × 浸透式

D-4 ｸﾞｰﾇｰﾋﾞ ○ 16.0 ○ ○ ○ ○ 井戸 × 浸透式

D-5 ﾋﾞﾙﾆ･ｶﾙﾃｨｴ ○ 3.0 ○ ○ ○ ○ 井戸 × 浸透式

D-6 ﾄｩｰﾄﾞｩｰ ○ 37.0 家屋倒壊 家屋流出 天井(白蟻) ○ 水道/井戸 × 浸透式

D-7 ﾌﾙﾌﾙﾃﾞ･ﾋﾞﾙﾆ ○ 2.5 ○ ○ 天井 基礎 井戸 × ×

ガヤ D-32 ｹﾞｻﾞ･ﾌﾟﾗ ○ 85.0 ○ ○ ○ ○ 井戸 × ×

D-33 ﾃﾞｨｳﾝﾃﾞｨｳｰ･ﾒﾃﾞﾙｻ ○ 106.0 0.5～1/年 ○ 天井(白蟻) ○ 水道 × ×

D-34 ﾌﾟﾗﾄｰ II　ｶﾞﾔ △(雨期) 4.0 ○ ○ ○ ○ × × 浸透式

D-35 ﾎﾞｻﾄﾞ ○ 1.5 － － － － 水道 × ×

D-36 ﾃﾞｨｳﾝﾃﾞｨｳｰ･ｶﾙﾃｨｴ △(雨期) 105.0 ○ ○ 天井(蝙蝠) ○ × × ×

D-37 ｺﾞﾝﾄﾞﾙｰ ○ 32.0 0.5/年 ○ 天井(蝙蝠) ○ 井戸 × ×

D-38 ｱﾌﾞﾃﾞﾗｼﾞ ○ 120.0 ○ ○ 天井･机(白蟻) ○ × × ×

D-39 ｶﾞﾔ･ﾌﾟﾗﾄｰ I ○ 3.0 ○ ○ ○ ○ 水道 × ×

D-40 ｶﾞﾔ･ｶﾙﾃｨｴ ○ 3.0 ○ ○ 天井(蝙蝠) 火災 水道 × ×

D-41 ﾊﾞﾆｽﾞｰﾝﾑﾌﾞｰ ○ 24.0 ○ ○ ○ ○ × × ×

D-42 ｺﾃｰｺﾃ ○ 20.0 － － － － 井戸 × ×

D-43 ｶﾞﾑｻﾞｷ ○ 30.0 ○ 有 ○ ○ 井戸 × ×

D-44 ﾊﾞﾗｸﾞｰﾄﾞｼﾞｮ ○ 38.0 屋根破損 ○ 天井(白蟻) ○ 井戸 × ×

タウア タウア市 T-1 ｱﾏﾄﾞｩｰｸ ○ 11.0 ○ ○ 蝙蝠 ○ × × ×

T-2 ｶﾝ･ﾌｧﾝ ○ 2.5 ○ ○ 天井(白蟻,蝙蝠) ○ 水道 ○ 浸透式

T-3 ｹﾞﾍﾞﾝ･ｾﾞｷﾞ ○ 2.0 － － － － 水道 × ×

T-4 ｺｳｪｲﾄ ○ 3.5 ○ ○ 天井(蝙蝠) 基礎 × × ×

T-5 ﾅｻﾗｳｰｱ ○ 2.0 ○ ○ ○ ○ × × ×

T-6 ｻﾎﾞﾝ･ｶﾞﾘ ○ 4.0 3/年 ○ 蛇、白蟻 ○ × × ×

T-7 ｼｬﾄｰ II ○ 4.0 基礎、他 ○ ○ ○ × × ×

T-8 ﾄｩｰﾄﾞｩｰﾝ･ｱﾄﾞｩｰﾝ ○ 4.0 ○ ○ 天井(白蟻,蝙蝠) ○ × × ×

T-9 ﾜﾀﾞﾀ ○ 2.0 ○ ○ ○ ○ × × ×

T-10 ﾒﾃﾞﾙｻ I ○ 4.0 ○ ○ ○ 雨水 水道 × ×

T-11 ﾒﾃﾞﾙｻ II ○ 2.0 ○ ○ ○ 蛇 井戸 × ×

T-12 ｸｰﾌｧﾝ･ﾀｳｱ II ○ 6.0 屋根破損 ○ 白蟻 ○ × × ×

T-13 ｻﾏｳｰｱ ○ 2.5 ○ ○ 天井(白蟻,蝙蝠) 屋根(雨水) 水道 × 浸透式

T-14 ﾄｩｰﾄﾞｩｰﾝ･ﾓﾚ ○ 2.0 ○ ○ ○ ○ × × ×

T-15 ｴｺｰﾙ･ﾃﾞ･ｻﾞﾌﾞｰｸﾞﾙ － － － － － － － － －

T-16 ｱﾃﾞｰﾙ ○ 0.1 ○ ○ 天井(蝙蝠) 基礎 水道 ○ ×

T-17 ｸｰﾌｧﾝ･ﾀｳｱ I ○ 2.5 1/年 1/年 天井(白蟻,蝙蝠) ○ 水道 × 生放流

タウア郡 T-18 ﾘﾃﾞｨﾃﾞｨ ○ 25.0 1/年 ○ 天井(白蟻) ○ × × ×

T-19 ﾐﾅｳｰ △(凸凹) 21.0 頻繁 ○ ○ ○ × × ×

コニ T-20 ｴｸｽﾍﾟﾘﾏﾝﾀﾙ･ｺﾆ ○ 1.5 ○ ○ 天井(蝙蝠) 基礎(沈下) 水道 × ×

T-21 ｱﾌﾞﾄﾞｩｰﾝ･ﾌﾞｰｶ ○ 3.0 雨期 校庭冠水 天井(白蟻,蝙蝠) ○ 水道 × ×

T-22 ｻﾎﾞﾝ･ｶﾞﾘ ○ 0.6 ○ ○ 白蟻 ｻｿﾘ,蛇 × × ×

T-23 ﾑｰﾝﾜﾀﾞﾀ I ○ 2.0 ○ ○ 白蟻 ○ 水道 × ×

T-24 ﾑｰﾝﾜﾀﾞﾀ II ○ 3.0 雨期 ○ 白蟻 ○ × × ×

T-25 ｸﾞｰﾗﾏ ○ 1.0 0.3/年 ○ 天井(白蟻,蝙蝠) 火災 水道 ○ 浸透式

T-26 ｶｳｰﾗ ○ 5.0 ○ ○ ○ ○ 井戸 × ×

T-27 ﾀﾏｶ ○ 12.0 ○ ○ ○ ○ × × ×

T-28 ﾃﾗｻ･ﾏﾝｸﾞｰ ○ 5.0 ○ ○ 天井(白蟻,蝙蝠) ○ 井戸 × ×

T-29 ﾏｻﾗﾀ ○ 5.0 ○ ○ 天井(白蟻,蝙蝠) ○ × × ×

T-30 ｱﾀﾞﾑ ○ 1.5 ○ ○ 天井(蝙蝠) 火災/亀裂 水道 × ×

T-31 ｷﾞﾀﾞﾝ･ｺﾞﾃﾞｨｱ ○ 5.0 ○ ○ 天井(白蟻,蝙蝠) 蛇 × × ×

T-32 ﾀﾞｶﾞﾙｶ ○ 3.0 ○ ○ 天井(蝙蝠) ○ × × ×

T-33 ﾒﾃﾞﾙｻ･ｺﾆ I ○ 0.5 頻繁 雨期 天井(白蟻) 天井(ネズミ) 水道 ○ ×

T-34 ﾒﾃﾞﾙｻ･ｺﾆ II ○ 0.8 頻繁 ○ 壁(白蟻) ○ × × ×

T-35 CEGﾌﾗﾝｺｰｱﾗﾌﾞ ○ 0.3 藁崩壊 敷地鹹水 天井(白蟻) ○ × × 生放流

マダウア T-36 ﾏﾀﾞｳｱｰｷﾞｬﾙｿﾝ ○ 0.5 ○ 基礎倒壊 天井(白蟻,蝙蝠) ○ 水道 ○ ×

T-37 ｱｶﾞﾃﾞｽﾀｳｰｱ ○ 0.5 屋根破損 有 天井(白蟻,蝙蝠) 地盤側方移動 水道 × ×

T-38 ﾊﾞｷﾝ･ｻﾞﾝｺﾞ ○ 3.5 ○ ○ 天井(蝙蝠) ○ × × ×

T-39 ｷﾞﾝｼﾞ ○雨期迂回路 3.5 1-5/年 ○ 天井(白蟻) ﾈｽﾞﾐ,蛇 × × ×

T-40 ﾏﾀﾞｳｱｰｴｸｽﾍﾟﾘﾏﾝﾀﾙ ○ 1.0 ○ ○ 天井(白蟻) ○ × × ×

T-41 ﾏﾀﾞｳｱｰｳｴｽﾄ ○ 2.0 2-3/年 ○ 天井(白蟻) ○ × × ×

T-42 ﾏﾀﾞｳｱｰｴｽﾄ ○ 1.5 1/年 1/年 ○ ○ × × ×

T-43 ｻｲﾀﾞﾜ ○ 2.5 ○ ○ 天井(白蟻) ○ × × ×

T-44 ﾏｶﾞﾘｱ･ｶﾝﾌﾟﾏﾝ △(雨期) 18.0 ○ ○ 天井(蝙蝠) ○ × × ×

T-45 ｼｪﾘﾌｧﾜ ○ 12.0 頻繁 ○ 天井(白蟻) ○ 井戸 × ×

T-46 ﾊﾞﾙﾀﾅ ○ 55.0 ○ ○ 天井(白蟻) ○ × × ×

T-47 ﾅｻﾗｳｰｱ ○ 30.0 ○ ○ 天井(白蟻,蝙蝠) ○ × × ×

T-48 ｶﾞﾙﾀﾞｲｴ ○ 35.0 ○ ○ 天井(白蟻) ○ × × ×

T-49 ｿﾞﾝｺﾞ･ﾀﾀﾞﾗ ○ 16.0 ○ ○ 壁(白蟻) ○ × × ×

T-50 ﾀﾞﾙﾊﾞﾃﾞｨｱ ○ 24.0 1/年 ○ 天井(白蟻) ○ × × ×

県名 視学官
事務所

自然災害 インフラの状況
視学官事務所
からの距離
(Km)

サイトへのアクセス

（◯:良）
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資料９　調査対象校の現状（生徒用机・椅子及び教科書・教材）

県名 No. 学校名 生徒数 必要数 現有数 不足数 生徒数／台 教科書 定規 コンパス 分度器 地球儀 図表類

（人） （台） （台） （台） （現状） （冊） （個） （個） （個） （個） （枚）

ドッソ ボボイェ D-1 ｺﾄﾞ 110 55 0 55 76 2 1 1

D-2 ﾀﾞﾙ･ｴｽ･ｻﾗﾑ 209 105 67 38 3.1 182 5 2 3

D-3 ﾜｾﾞｲ 96 48 0 48 62 3 1 2

D-4 ｸﾞｰﾇｰﾋﾞ 97 49 0 49 91 4 2 2

D-5 ﾋﾞﾙﾆ･ｶﾙﾃｨｴ 365 183 40 143 9.1 215 3 2 1

D-6 ﾄｩｰﾄﾞｩｰ 158 79 37 42 4.3 328 4 2 2

D-7 ﾌﾙﾌﾙﾃﾞ･ビﾙﾆ 125 63 60 3 2.1 105 3 2 3 1

ガヤ D-32 ｹﾞｻﾞ･ﾌﾟﾗ 82 41 0 41 111

D-33 ﾃﾞｨｳﾝﾃﾞｨｳｰ･ﾒﾃﾞﾙｻ 179 90 0 90 142

D-34 ﾌﾟﾗﾄｰ  II　ｶﾞﾔ 333 167 35 132 9.5 45 4 1 4
D-35 ﾎﾞｻﾄﾞ 213 107 14 93 15.2 234

D-36 ﾃﾞｨｳﾝﾃﾞｨｳｰ･ｶﾙﾃｨｴ 225 113 70 43 3.2 169

D-37 ｺﾞﾝﾄﾞﾙｰ 111 56 25 31 4.4 290

D-38 ｱﾌﾞﾃﾞﾗｼﾞ 95 48 0 48 113

D-39 ｶﾞﾔ･ﾌﾟﾗﾄｰ  I 615 308 162 146 3.8 348

D-40 ｶﾞﾔ･ｶﾙﾃｨｴ 498 249 149 100 3.3 138

D-41 ﾊﾞﾆｽﾞｰﾝﾑﾌﾞｰ 106 53 0 53 225

D-42 ｺﾃｰｺﾃ 284 142 57 85 5.0 366

D-43 ｶﾞﾑｻﾞｷ 106 53 44 9 2.4 325

D-44 ﾊﾞﾗｸﾞｰﾄﾞｼﾞｮ 66 33 24 9 2.8 283

タウア タウア T-1 ｱﾏﾄﾞｩｰｸ 130 65 25 40 5.2 4

市 T-2 ｶﾝ･ﾌｧﾝ 278 139 83 56 3.3 2

T-3 ｹﾞﾍﾞﾝ･ｾﾞｷﾞ 343 172 65 107 5.3 20

T-4 ｺｳｪｲﾄ 274 137 50 87 5.5 313 8 3 5 22

T-5 ﾅｻﾗｳｰｱ 126 63 25 38 5.0 113 3 3 1

T-6 ｻﾎﾞﾝ･ｶﾞﾘ 131 66 16 50 8.2 56 5 2

T-7 ｼｬﾄｰ  II 206 103 26 77 7.9 219 2

T-8 ﾄｩｰﾄﾞｩｰﾝ･ｱﾄﾞｩｰﾝ 296 148 92 56 3.2 4

T-9 ﾜﾀﾞﾀ 217 109 61 48 3.6 92 1

T-10 ﾒﾃﾞﾙｻ  I 524 262 115 147 4.6 347

T-11 ﾒﾃﾞﾙｻ  II 226 113 68 45 3.3 2 4

T-12 ｸｰﾌｧﾝ･ﾀｳｱ  II 97 49 0 49 52
T-13 ｻﾏｳｰｱ 405 203 135 68 3.0 347

T-14 ﾄｩｰﾄﾞｩｰﾝ･ﾓﾚ 201 101 25 76 8.0 236 4 1 1

T-15 ｴｺｰﾙ･ﾃﾞ･ｻﾞﾌﾞｰｸﾞﾙ
T-16 ｱﾃﾞｰﾙ 460 230 135 95 3.4 10 1 1 1 46

T-17 ｸｰﾌｧﾝ･ﾀｳｱ  I 673 337 111 226 6.1 485 6 1 3 4

タウア T-18 ﾘﾃﾞｨﾃﾞｨ 123 62 25 37 4.9 263 7

郡 T-19 ﾐﾅｳｰ 82 41 0 41 71 1 1 1 7

コニ T-20 ｴｸｽﾍﾟﾘﾏﾝﾀﾙ･ｺﾆ 259 130 90 40 2.9 129

T-21 ｱﾌﾞﾄﾞｩｰﾝ･ﾌﾞｰｶ 1,010 505 157 348 6.4 717

T-22 ｻﾎﾞﾝ･ｶﾞﾘ 114 57 20 37 5.7 74

T-23 ﾑｰﾝﾜﾀﾞﾀ  I 825 413 116 297 7.1 855 2 28

T-24 ﾑｰﾝﾜﾀﾞﾀ  II 425 213 51 162 8.3 270

T-25 ｸﾞｰﾗﾏ 966 483 250 233 3.9 804

T-26 ｶｳｰﾗ 137 69 23 46 6.0 300

T-27 ﾀﾏｶ 129 65 0 65 45

T-28 ﾃﾗｻ･ﾏﾝｸﾞｰ 129 65 50 15 2.6 378

T-29 ﾏｻﾗﾀ 292 146 52 94 5.6 412

T-30 ｱﾀﾞﾑ 559 280 150 130 3.7 457

T-31 ｷﾞﾀﾞﾝ･ｺﾞﾃﾞｨｱ 129 65 63 2 2.0 272

T-32 ﾀﾞｶﾞﾙｶ 146 73 33 40 4.4 407 1 17

T-33 ﾒﾃﾞﾙｻ･ｺﾆ  I 837 419 239 180 3.5 502

T-34 ﾒﾃﾞﾙｻ･ｺﾆ  II 138 69 35 34 3.9 204

T-35 CEGﾌﾗﾝｺｰｱﾗﾌﾞ 188 94 50 44 3.8 257 7 7 6

マダウア T-36 ﾏﾀﾞｳｱｰｷﾞｬﾙｿﾝ 414 207 157 50 2.6 430 53

T-37 ｱｶﾞﾃﾞｽﾀｳｰｱ 612 306 200 106 3.1 1,412 14 12 12 2 18

T-38 ﾊﾞｷﾝ･ｻﾞﾝｺﾞ 58 29 55 -26 1.1 209 25

T-39 ｷﾞﾝｼﾞ 139 70 0 70 231 4 4 3 20

T-40 ﾏﾀﾞｳｱｰｴｸｽﾍﾟﾘﾏﾝﾀﾙ 74 37 45 -8 1.6 203 2 1 1 2

T-41 ﾏﾀﾞｳｱｰｳｴｽﾄ 106 53 16 37 6.6 218 2 2 5

T-42 ﾏﾀﾞｳｱｰｴｽﾄ 146 73 0 73 73 2 1 1

T-43 ｻｲﾀﾞﾜ 119 60 0 60 233 1

T-44 ﾏｶﾞﾘｱ･ｶﾝﾌﾟﾏﾝ 101 51 37 14 2.7 110 23

T-45 ｼｪﾘﾌｧﾜ 131 66 20 46 6.6 424 3

T-46 ﾊﾞﾙﾀﾅ 55 28 7 21 7.9 242 17

T-47 ﾅｻﾗｳｰｱ 181 91 19 72 9.5

T-48 ｶﾞﾙﾀﾞｲｴ 94 47 25 22 3.8 369 4 4 4 23

T-49 ｿﾞﾝｺﾞ･ﾀﾀﾞﾗ 62 31 0 31 50

T-50 ﾀﾞﾙﾊﾞﾃﾞｨｱ 93 47 2 45 46.5 188 9
合計 17,533 8,784 3,803 4,981 4.6 16,939 100 56 52 7 352

視学官
事務所

生徒用机・椅子 教科書・教材
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資料９　調査対象校の現状（便所）

男 女 教師 共通 合計 方法 汲取有無 有無 所持者 有無 方法
ドッソ ボボイェ D-1 ｺﾄﾞ

D-2 ﾀﾞﾙ･ｴｽ･ｻﾗﾑ 2 2 0 4 8 肥溜式 ○ × － ○ 水道
D-3 ﾜｾﾞｲ
D-4 ｸﾞｰﾇｰﾋﾞ
D-5 ﾋﾞﾙﾆ･ｶﾙﾃｨｴ 1 1 0 0 2 肥溜式 × × － × －

D-6 ﾄｩｰﾄﾞｩｰ
D-7 ﾌﾙﾌﾙﾃﾞ･ﾋﾞﾙﾆ

ガヤ D-32 ｹﾞｻﾞ･ﾌﾟﾗ
D-33 ﾃﾞｨｳﾝﾃﾞｨｳｰ･ﾒﾃﾞﾙｻ
D-34 ﾌﾟﾗﾄｰ II　ｶﾞﾔ 0 0 0 2 2 肥溜式 × × － × －

D-35 ﾎﾞｻﾄﾞ
D-36 ﾃﾞｨｳﾝﾃﾞｨｳｰ･ｶﾙﾃｨｴ 0 0 0 3 3 肥溜式 × × － × －

D-37 ｺﾞﾝﾄﾞﾙｰ
D-38 ｱﾌﾞﾃﾞﾗｼﾞ
D-39 ｶﾞﾔ･ﾌﾟﾗﾄｰ I 0 0 0 1 1 肥溜式 × × － ○ 水道
D-40 ｶﾞﾔ･ｶﾙﾃｨｴ 1 1 1 0 3 肥溜式 × × － ○ 水道
D-41 ﾊﾞﾆｽﾞｰﾝﾑﾌﾞｰ
D-42 ｺﾃｰｺﾃ
D-43 ｶﾞﾑｻﾞｷ
D-44 ﾊﾞﾗｸﾞｰﾄﾞｼﾞｮ

タウア タウア市 T-1 ｱﾏﾄﾞｩｰｸ 1 1 0 0 2 肥溜式 × × － × －

T-2 ｶﾝ･ﾌｧﾝ
T-3 ｹﾞﾍﾞﾝ･ｾﾞｷﾞ 0 0 0 1 1 肥溜式 × × － ○ 井戸
T-4 ｺｳｪｲﾄ 0 0 0 1 1 肥溜式 × × － × －

T-5 ﾅｻﾗｳｰｱ
T-6 ｻﾎﾞﾝ･ｶﾞﾘ
T-7 ｼｬﾄｰ II 0 0 0 3 3 肥溜式 × ○ 先生 × －

T-8 ﾄｩｰﾄﾞｩｰﾝ･ｱﾄﾞｩｰﾝ
T-9 ﾜﾀﾞﾀ
T-10 ﾒﾃﾞﾙｻ I 2 2 2 0 6 肥溜式 × × － ○ 水道
T-11 ﾒﾃﾞﾙｻ II
T-12 ｸｰﾌｧﾝ･ﾀｳｱ II
T-13 ｻﾏｳｰｱ 1 2 1 0 4 肥溜式 × × － ○ 水道
T-14 ﾄｩｰﾄﾞｩｰﾝ･ﾓﾚ 1 1 1 0 3 肥溜式 × × － × －

T-16 ｱﾃﾞｰﾙ 0 0 0 4 4 肥溜式 × × － ○ 水道
T-17 ｸｰﾌｧﾝ･ﾀｳｱ I 2 2 0 0 4 肥溜式 × × － ○ 水道

タウア郡 T-18 ﾘﾃﾞｨﾃﾞｨ
T-19 ﾐﾅｳｰ

コニ T-20 ｴｸｽﾍﾟﾘﾏﾝﾀﾙ･ｺﾆ
T-21 ｱﾌﾞﾄﾞｩｰﾝ･ﾌﾞｰｶ 0 0 0 1 1 肥溜式 × × － ○ 水道
T-22 ｻﾎﾞﾝ･ｶﾞﾘ
T-23 ﾑｰﾝﾜﾀﾞﾀ I 2 2 2 0 6 肥溜式 × ○ 先生/守衛 ○ 水道
T-24 ﾑｰﾝﾜﾀﾞﾀ II
T-25 ｸﾞｰﾗﾏ 0 0 2 6 8 肥溜式 × × － ○ 水道
T-26 ｶｳｰﾗ 1 1 1 3 6 肥溜式 × ○ 生徒 ○ 井戸
T-27 ﾀﾏｶ
T-28 ﾃﾗｻ･ﾏﾝｸﾞｰ
T-29 ﾏｻﾗﾀ
T-30 ｱﾀﾞﾑ 1 2 1 0 4 肥溜式 × × － ○ 水道
T-31 ｷﾞﾀﾞﾝ･ｺﾞﾃﾞｨｱ
T-32 ﾀﾞｶﾞﾙｶ
T-33 ﾒﾃﾞﾙｻ･ｺﾆ I 1 1 1 0 3 肥溜式 × ○ 守衛 ○ 水道
T-34 ﾒﾃﾞﾙｻ･ｺﾆ II
T-35 CEGﾌﾗﾝｺｰｱﾗﾌﾞ

マダウア T-36 ﾏﾀﾞｳｱｰｷﾞｬﾙｿﾝ 0 0 0 11 11 肥溜式 × ○ 守衛 ○ 水道
T-37 ｱｶﾞﾃﾞｽﾀｳｰｱ 1 1 2 0 4 肥溜式 × ○ 守衛 ○ 水道
T-38 ﾊﾞｷﾝ･ｻﾞﾝｺﾞ
T-39 ｷﾞﾝｼﾞ
T-40 ﾏﾀﾞｳｱｰｴｸｽﾍﾟﾘﾏﾝﾀﾙ
T-41 ﾏﾀﾞｳｱｰｳｴｽﾄ
T-42 ﾏﾀﾞｳｱｰｴｽﾄ
T-43 ｻｲﾀﾞﾜ
T-44 ﾏｶﾞﾘｱ･ｶﾝﾌﾟﾏﾝ
T-45 ｼｪﾘﾌｧﾜ
T-46 ﾊﾞﾙﾀﾅ
T-47 ﾅｻﾗｳｰｱ
T-48 ｶﾞﾙﾀﾞｲｴ
T-49 ｿﾞﾝｺﾞ･ﾀﾀﾞﾗ
T-50 ﾀﾞﾙﾊﾞﾃﾞｨｱ

合計 17 19 14 40 90

用水既存便所（ブース数） 屎尿処理 便所の鍵
県名 No. 学校名視学官

事務所
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資料１０　小学校のカリキュラム

（１）普通校のカリキュラム

科目 1・２年生 ３・４年生 ５・６年生

フランス語 15時間15分 11時間15分 10時間　  

職業・家庭 3時間25分 3時間    3時間    

歴史 － 1時間    1時間    

道徳・倫理 50分 45分 1時間    

地理 － 1時間    1時間    

算数 5時間　  5時間　  5時間　  

物理 － 45分 1時間    

自然科学 － 45分 1時間    

保健・体育 2時間　  2時間　  2時間　  

図工 1時間　　 2時間　  2時間30分

レクレーション 2時間30分 2時間30分 2時間30分

合計 30時間　  30時間　  30時間　  

（２）実験校のカリキュラム

科目 1年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５・６年生

国語 13時間30分 11時間    5時間　  3時間　  3時間30分

フランス語 － 3時間    6時間　  8時間　  6時間　  

職業・家庭 4時間30分 4時間    3時間15分 3時間　  3時間30分

歴史 － － 1時間    1時間    1時間    

道徳・倫理 30分 30分 45分 1時間    1時間    

地理 － － 1時間    1時間    1時間    

算数 5時間　  5時間　  5時間　  5時間　  5時間　  

物理 － － 1時間30分 1時間30分 2時間　  

自然科学 － － － － －

保健・体育 2時間　  2時間　  2時間　  2時間　  2時間　  

図工 2時間　　 2時間　  2時間　  2時間　  2時間30分

レクレーション 2時間30分 2時間30分 2時間30分 2時間30分 2時間30分

合計 30時間　  30時間　  30時間　  30時間　  30時間　  

出典：　「初等教育第１段階のカリキュラム」　旧国民教育省教育教材研究所
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藁
小

屋
教
室

は
3
教

室
）、

仮
設

塀
、

便
所
、

給
水

施
設

あ
り
（

ド
イ
ツ

の
援
助

で
建
設

）、

ス
ポ

ー
ツ
用

グ
ラ
ン

ド
、
教

員
宿
舎

学
業

成
績
：

出
席
率

は
良
好

で
あ
る

が
、
落

第
率

、
退
学

率
は
か

な
り
高

い
。

ニ
ア

メ
、
ド

ッ
ソ
の

幹
線
道

路
の
脇

に
あ
り

、
視
学
官
事
務

所
か
ら
、

28
km

と
比
較
的
遠
い
こ
の

学
校

は
、

も
と

も
と
、
住

民
に

よ
り
建

設
さ
れ

、
当
初

は
、
藁
小
屋
教

室
で
、
教
員
の

給
料
も
住
民

が
支

払
っ
て
い
た
。

そ
の

後
、
住

民
の
要

請
に
よ

り
、
政

府
が
、

世
銀
の
融
資
に

よ
る
教
室
を

2
教
室
建
設
し
た
が
、

生
徒

は
増

加
し

、
さ
ら

に
藁
小
屋
教
室

3
教
室
を
父
兄
が

建
設
し
て
い
る

。
そ
の
他
、
便

所
、
塀

、
ス
ポ
ー

ツ
用

グ
ラ

ン
ド

、
教
員

宿
舎
等

を
住
民

が
建
設
し

て
お

り
、
学
校
、

教
育

に
対

す
る
意

識
は

高
い

と
判
断

さ
れ
る

。
住

民
よ

り
、
学

校
が
建

設
さ
れ

た
場
合
の

維
持

管
理
に
対
し

て
責

任
を

持
つ
等

の
発

言
も

あ
り
、

教
室
を

建
設

し
た

際
の
維

持
管
理

に
つ
い

て
は
、
問

題
は

な
い
よ
う
に

見
受

け
ら

れ
た
。

た
だ

し
、

学
校
運

営
管
理

委
員

会
の

組
織
に

つ
い
て

質
問
し

た
際
に
、

会
計

担
当
か
ら
、

会
計

の
仕

方
が
分

か
ら

ず
、

出
納
帳

も
な
い

旨
の

発
言

が
あ
っ

た
。
こ

の
発
言

か
ら
も
、

委
員

会
の
運
営
に

は
問

題
が

あ
る
こ

と
が

分
か

る
。
ま

た
、
女

子
の

生
徒

数
が
少

な
い
こ

と
、
委

員
会
の

メ
ン
バ

ー
20

名
の
内
、
女

性
が

少
な
い
こ

と
は

問
題
で
あ
る
。

Ｄ
－

5
ビ
ル
ニ
・
カ
ル
テ
ィ
エ

日
時
：

11
月

15
日

場
所
：

ド
ッ
ソ
県
、
ボ
ボ

イ
ェ

ニ
ジ
ェ
ー
ル

教
育
顧
問
、
校
長
、
教

員
、
父
兄
（

50
名
）

日
本

原
、
根
来
、
小
山
、

M
.M

O
U

N
A

H
I（

ア
ニ

メ
イ
タ
ー
）

創
立

年
：

19
93

年

生
徒

数
：

36
5
名

学
校

施
設
：

7
教

室
（

内
藁
小

屋
教
室

は
4
教

室
）、

便
所

、
浅

井
戸

学
業

成
績
：

出
席
率

は
良
好

で
あ
る

が
、

落
第
率

は
か
な

り
高
い

。

視
学

官
事
務

所
か
ら

3k
m

と
比
較

的
近
い
こ
の
学
校
は
、
新
し
く
人
口
が
増
え

始
め
た
地
区

に
位

置
す
る
。

も
と

も
と
こ

の
地
区

の
中
心

に
大
き

な
学
校

1
つ
し
か
な
か
っ
た
が
、
通
学
距
離
が
長
い

た
め

、
住
民
が

強

く
視

学
官
事

務
所
に

要
望
し

、
国
民

教
育
省
側
が
教
室

を
建
設
し
た
の

が
、

19
93

年
で
あ
る

。
こ
の
地

区
の

人
口

増
加
は

激
し
い
よ

う
で
、

そ
の
後

も
生
徒

数
は
増
え
続
け

、
現
在
は
住
民

に
よ
り

仮
設
教
室
が

4
教
室

建
設

さ
れ
て

い
る
。

生
徒
の

内
訳

を
み

て
も

、
本
年
度

の
新

入
学
生
は

93
名

と
多

く
、

狭
い

教
室

で
の

学

習
は

劣
悪
で

あ
る
。

我
が
方
か

ら
の
落

第
率
等

の
高

さ
に
つ

い
て
の
質
問

に
対

し
て
、

一
人

の
父
兄

は
、

93
名

の
生

徒
に

関
し
、

1
名

の
教

員
し

か
派

遣
し

な
い
政

府
を
非

難
し
て

い
た
が

、
教

室
の

必
要

性
も

教
員

の

派
遣

と
同
等

に
あ
る

よ
う
に
見

受
け
ら

れ
た

。
ボ
ボ

イ
ェ

に
は

他
の

ド
ナ
ー

の
援

助
は

入
っ
て

お
ら

ず
、

日

本
に

対
す
る

期
待
が
大

き
い
こ

と
が
確

認
さ
れ

た
。
委
員
会
の

会
合
は
月

1
回

行
わ
れ
て
お
り
、
活
動
は

活

発
で

あ
る
が

、
組
織
運
営
は
ま
だ
円
滑
と
は
言
え
ず
、
援
助
の
必
要

性
が
確
認
さ
れ
た
。

Ｄ
－

40
ガ
ヤ
・
カ
ル
テ
ィ
ｴ

ガ
ヤ
は
、
ベ
ナ
ン
と
の
国
境
に

近
く
、
ド
ッ
ソ
市
か
ら

15
0k

m
離
れ
て
い
る
が
、
か
な
り
大
き

な
町
で
あ
り
、
物
資
も
豊
富
と

見
ら
れ
る
。
人
口
は
、
隣
国
か

ら
の
移
民
に
よ
り
増
加
率
は
高

く
、
ま
た
治
安
の
悪
化
も
心
配

さ
れ
る
。

日
時
：

11
月

16
日

場
所
：

ド
ッ
ソ
県
、
ガ
ヤ

ニ
ジ
ェ
ー
ル

教
育
顧
問
、
校
長
、
教

員
、
父
兄
（

50
名
）

日
本

原
、
根
来
、
小
山
、

M
.M

O
U

N
A

H
I（

ア
ニ

メ
イ
タ
ー
）

創
立

年
：

19
74

年

生
徒

数
：

49
8
名

学
校

施
設
：

12
教

室
（
内

藁
小
屋

教

室
は

4
室
）、

便
所

、
塀

（
鉄
条

網
）、

水
道

学
業

成
績
：

出
席
率

等
は
良

好
で
あ

る

が
、

6
年

生
の

落
第
率

は
か
な

り
高

い
。

も
と

も
と
こ

の
こ
の

地
区
は

役
人
が
多

く
住

ん
で
い
て
、

親
の

識
字

率
は
高

く
、

教
育

に
対
す

る
意
識

も
高

い
。

し
た
が

っ
て
、

学
業
成

績
等
も
高

い
。

し
か
し
な
が

ら
、

ガ
ヤ

自
体
の

人
口

増
加

に
伴
い

、
児
童

の
数

も
増

え
、
そ

の
分
、

教
室
数

が
不
足
し

始
め

た
。
父
兄
の

代
表

は
、

毎
年
児

童
の

増
加

に
伴
い

、
住
民

が
バ

ン
コ

教
室
、

藁
小
屋

教
室
を

建
設
し
て

い
る

こ
と
を
あ
げ

、
父

兄
の

教
育
に

対
す

る
意

識
の
高

さ
を

強
調

し

て
い

た
。
た

し
か

に
、

バ
ン

コ
教

室
は

か
な

り
し
っ

か
り
と

し
た
も
の

で
あ

る
。

今
年

の
10

月
に
こ
の
藁

小
屋

教
室
の

う
ち

、
1

教
室
が

不
審

火
に

よ
り

全
焼
し
、
教

室
内

の
机

椅
子
が
焼
失

し
て

し
ま
っ

た
が
、

父

兄
の

努
力
に

よ
り
、

藁
小
屋

教
室
は
再

建
さ

れ
た
。
委
員

会
は

比
較

的
よ
く

組
織

さ
れ

て
お
り

、
メ
ン

バ
ー

の
識

字
率
も

高
く
、

少
し
の

啓
蒙
で

、
多
く

の
結
果
を
引
き

出
せ
る
と
思
わ

れ
る
。

Ｄ
－

40
ガ
ヤ
・
プ
ラ
ト
ー
Ⅰ

日
時
：

11
月

16
日
場
所
：

ド
ッ
ソ
県
、
ガ
ヤ

ニ
ジ
ェ
ー
ル

教
育
顧
問
、
校
長
、
教

員
、
父
兄
（

50
名
）

日
本

原
、
根
来
、
小
山
、

M
.M

O
U

N
A

H
I（

ア
ニ

メ
イ
タ
ー
）

創
立

年
：

19
89

年

生
徒

数
：

61
5
名

学
校

施
設
：

15
教

室
（
内

藁
小
屋

教

室
は

8）
、
便
所
、
水
道

学
業

成
績
：

出
席
率

等
は
良

好
で
あ

る

が
、

6
年

生
の

落
第
率

は
か
な

り
悪

い
。

19
89

年
の

設
立
当
時

は
、
仮

設
教
室

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
正
式
な
小
学
校
と
認
め

ら
れ

、
現
在
は
堅
固

な
教

室
が
建

っ
て
い

る
。

し
か

し
就

学
人
口

の
増
加
は

激
し
く

、
藁

小
屋
教

室
で

急
場

を
凌
い

で
い
る
。

住

民
の

教
育

へ
の

意
識

は
高

く
。

今
年

も
藁

小
屋

教
室

を
建
設

し
た

ほ
か

、
11

5,
00

0C
FA

か
け

て
新

し
い

椅

子
、

50
以

上
を
購
入

し
た
。

ま
た
今

年
、
学
校
に
泥
棒
が
入
る
と
い
う
事
件
が
あ
り
、

新
た

に
ガ
ー
ド
マ
ン

用
の

住
居
を

建
設
し

、
ガ
ー
ド

マ
ン
を

雇
用

し
た
。

こ
れ
ら

す
べ
て

住
民
の

イ
ニ

シ
ア

チ
ブ
で

あ
る

。
学

業

成
績

に
つ
い

て
は
、

教
員
か
ら

、
父
兄

の
非

識
字
率

が
高
く

、
教
育

に
対
す

る
意

識
が

低
い
父

兄
も

見
受

け

ら
れ

、
自
宅

で
の
学
習

が
行
わ

れ
ず
、

成
績
が

あ
が
ら
な
い
と

の
コ
メ
ン
ト
が

あ
っ
た

。
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5

学
校
名

日
時
、
場
所

参
加
者

学
校

の
基
本

情
報

住
民

集
会
概
要

Ｔ
－

11
メ
デ
ル
サ
Ⅱ

日
時
：

11
月

19
日

場
所
：

タ
ウ
ア
県
、
タ
ウ

ア
市

ニ
ジ
ェ
ー
ル

視
学
官
、
校
長
、
教
員
、

父
兄
（

8
名
）

日
本

原
、
根
来
、
小
山
、

M
.M

O
U

N
A

H
I（

ア
ニ

メ
イ
タ
ー
）

創
立

年
：

19
67

年

生
徒

数
：

22
6
名

学
校

施
設
：

4
教

室
（

内
藁
小

屋
教
室

は
3）
、
便

所
、
水

道

学
業

成
績
：
落

第
率

、
退
学

率
が
高

く
、

及
第

率
は
低

い
。

出
席

者
が
集

会
の
中

で
は
も

っ
と
も
少

な
か

っ
た
。
視
学

官
事

務
所

か
ら
は

、
こ

の
集

会
に
つ

い
て
は

連
絡

さ
れ

て
お
り

、
校
長

か
ら
も

父
兄
に
も

対
し

通
知
が
な
さ

れ
て

い
た

こ
と
を

考
え

れ
ば

、
こ
れ

は
、
父

兄
の

組
織

化
の
悪

さ
を
示

し
て
い

る
と
考

え
ら
れ

る
。
こ
の
学
校

は
、

19
67

年
に
創
立
さ
れ

た
が

、
現
在
あ
る
教

室
は

、
サ
ウ

ジ
ア
ラ

ビ
ア
と
リ
ビ
ア
の
援
助
に
よ
っ

て
建
設
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
メ

デ
ル
サ
の

名
の

通
り
、

フ
ラ

ン
コ
ア

ラ
ブ
の

学
校

で
、

ア
ラ

ブ
語
と

フ
ラ
ン
ス

語
が
約

半
分

ず
つ
授

業
で

使
わ

れ
て
い

る
。
委
員

会

の
委

員
長
は

、
年
一

回
行

わ
れ

る
総

会
で
選

出
さ
れ
て

い
る
が

、
彼

に
よ
る

と
父

兄
は

、
学
校
に

対
す
る

意

識
が

低
く
、

会
議
を

招
集

し
て

も
ほ

と
ん
ど

集
ま
ら
な

い
と
述

べ
て

い
た
。

ま
た

、
父

兄
の
ほ

と
ん
ど
が

、

雨
期

（
耕
作

期
）
に

は
町

か
ら

少
し

離
れ
た

そ
れ
ぞ
れ

の
畑
の

近
く

に
泊
ま

り
込

む
の

で
、
こ

の
時
期
に

は

物
理

的
に
会

議
の
召
集
は
不
可
能
で
あ
る
よ
う
で
あ

る
。

校
長

は
、
親

の
教
育

へ
の

関
心

の
な

さ
が
、

学
業
成
績

が
上
が

ら
な

い
理
由

で
あ

り
、

生
徒
も

親
の
影
響

を

受
け

、
や
る

気
が
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

Ｔ
－

13
サ
マ
ウ
ア

日
時
：

11
月

19
日

場
所
：

タ
ウ
ア
県
、
タ
ウ

ア
市

ニ
ジ
ェ
ー
ル

視
学
官
、
校
長
、
教
員
、

父
兄
（

50
名
）

日
本

原
、
根
来
、
小
山
、

M
.M

O
U

N
A

H
I（

ア
ニ

メ
イ
タ
ー
）

創
立

年
：

19
62

年

生
徒

数
：

48
5
名

学
校

施
設
：

9
教

室
（

内
藁
小

屋
教
室

は
1）
、
便

所
、
水

道

学
業

成
績
：
落

第
率

、
退
学

率
が
高

く
、

出
席

率
、、

及
第

率
は
低

い
。

こ
の

学
校
の

敷
地
は

狭
く
、

そ
こ
に

9
教
室

あ
る
の
で
、
こ

ぢ
ん
ま
り
し
た

印
象
を
与
え

る
。

こ
ち
ら
側
か

ら
の

質
問
に

答
え
る

の
は

、
委

員
会

の
長
と

校
長

だ
け
で
あ
っ

た
。

最
近
の

委
員

会
の

活
動
と

し
て

は
、

塀

の
建

設
で
、

現
在
も

そ
の

改
善

を
続

け
て
い

る
。

便
所
に
つ
い

て
は

、
ド
イ

ツ
の

援
助

で
、
住

民
側

は
穴

を

掘
り

、
供
与

さ
れ

た
機

材
で

、
壁
を

作
っ

た
。

そ
の

他
、

2
つ
の

便
所

に
つ
い

て
は

、
住

民
が

独
自

に
作

っ

て
い

る
。
し

か
し

な
が

ら
、

2
つ
の
便

所
は
す

で
に
満
タ

ン
に
な

り
く

み
取
り
を

検
討
中

と
の
こ
と

で
あ

っ

た
。

ガ
ー
ド

マ
ン
に

つ
い

て
は

、
国

が
給
与

を
支

払
っ
て
い
る

と
委

員
長
が

述
べ

た
の

で
、
他

の
学

校
は

ほ

と
ん

ど
住
民

の
負
担

で
あ

る
の

に
疑

問
を
持

ち
、

質
問
し
た
と

こ
ろ

、
昔
は

す
べ

て
国

が
ガ
ー

ド
マ

ン
の

給

与
を

支
払
っ

て
い
た

よ
う

で
、

創
設

の
古
い

学
校

に
つ
い
て
は

、
そ

の
ま
ま

そ
の

シ
ス

テ
ム
が

継
続

さ
れ

て

い
る

よ
う
で

あ
る
。

た
だ

し
、

ガ
ー

ド
マ
ン

の
住

居
は
、
委
員

会
が

建
設
し

た
。

委
員

会
と
し

て
多

く
の

こ

と
を

成
し
遂

げ
て
は

い
る

が
、

委
員

会
の
組

織
は

あ
ま
り
し
っ

か
り

と
し
て

お
ら

ず
、

実
際
に

委
員

会
役

員

の
人

数
に
対

す
る
質

問
に
対

し
て
は

、
明
確
な
返
答
は

な
か
っ
た
。

校
長

は
、
こ

の
地
域

の
父

兄
の

多
く

は
、
季

節
に

よ
っ
て
は
、

自
分

の
畑
に

移
動

し
、

子
供
も

一
緒

に
つ

れ

て
い

く
た
め

、
出
席

率
等

が
著

し
く

低
下
す

る
と

返
答
し
た
。

こ
の

生
活
形

態
は

、
古

く
か
ら

行
わ

れ
て

お

り
、

ニ
ジ
ェ

ー
ル
政

府
と

し
て

は
、

移
動
し

た
先

に
も
学
校
を

建
設

し
、
移

動
し

た
期

間
そ
ち

ら
の

学
校

で

教
育

を
受
け

ら
れ
る

よ
う
に

す
る
こ

と
で
、
こ
の
問
題

を
解
決
し
よ
う

と
は
か
っ

て
い

る
。

Ｔ
－

21
ア
ボ
ド
ｳ
ー
ン
・
ブ
ー
カ

コ
ニ
は
、
ベ
ナ
ン
と
の
国
境
に

近
く
、
か
な
り
大
き
な
町
で
あ

り
、
物
資
も
豊
富
と
見
ら
れ
る
。

人
口
は
、
隣
国
か
ら
の
移
民
に

よ
り
増
加
率
は
高
く
、
ま
た
治

安
の
悪
化
も
心
配
さ
れ
る
。

日
時
：

11
月

20
日

場
所
：

タ
ウ
ア
県
、
コ
ニ

市

ニ
ジ
ェ
ー
ル

教
育
顧
問
、
校
長
、
教

員
、
父
兄
（

20
0
名
）

日
本

原
、
根
来
、
小
山
、

M
.M

O
U

N
A

H
I（

ア
ニ

メ
イ
タ
ー
）

創
立

年
：

19
63

年

生
徒

数
：

93
7
名

学
校

施
設
：

12
教

室
（
内

藁
小
屋

教

室
は

5）
、
便
所
、
水
道

学
業

成
績
：

出
席
率

、
落
第

率
、
退

学

率
、

及
第
率

な
ど
他

校
に
比

べ
れ
ば

悪

く
な

い
。

前
回

の
学
校

に
お
け

る
父

兄
の

集
ま

り
が
悪

か
っ
た
こ

と
が
、

県
教

育
局
長

の
耳

に
入

り
、
今

回
は
、
視

学

官
に

人
数
を

集
め
る

よ
う

に
指

示
が

で
た
よ

う
で
あ
る

。
規
模

が
大

き
く
、

生
徒

数
が

多
い
の

で
、
運
営

委

員
会

が
、
供

託
金
を

集
め

れ
ば

、
様

々
な
こ

と
を
実
施

す
る
こ

と
は

可
能
で

あ
る

と
思

わ
れ
る

。
実
際
、

仮

設
教

室
を
建

設
し
た

ほ
か

、
机

椅
子

な
ど
の

修
理
は
し

て
い
る

よ
う

で
あ
る

が
、

ま
と
ま

り
が

あ
る
と
い

う

印
象

は
受
け

な
か
っ
た
。
供
託
金
は
、
去
年

15
万

CF
A
徴
収
さ

れ
、
現
在
は

90
00

C
FA

残
金
が

あ
る

と
の

こ
と

で
あ
っ

た
。
印
象

的
だ

っ
た
の

は
、

19
89

年
に

U
N

IC
EF

が
実
施

し
た
学

校
薬
箱

制
度
が

残
っ
て

お

り
、

委
員

会
の

供
託

金
で
、

薬
品
を

補
充
し

、
医
薬
知

識
に
は

、
U

N
IC

EF
援

助
当
時

養
成
を

受
け
た

教
員

が
継

続
し
て

他
の
教

員
に

養
成

を
行

い
、
こ

の
制
度
を

継
続
し

て
き

た
と
い

う
こ

と
で

あ
る
。

し
か
し
な

が

ら
、

現
在
は

、
新
し

く
薬

品
は

保
存

さ
れ
て

お
ら
ず
、

養
成
を

受
け

た
教
員

も
移

動
し

て
お
り

、
さ
ら
に

こ

の
制

度
が
継

続
さ
れ

て
い

く
か

は
疑

問
で
あ

る
。
援
助

の
継
続

化
に

つ
い
て

考
え

さ
せ

ら
れ
る

事
例
で
あ

っ

た
。

な
お
こ

の
学
校
で
も
仮
設
教
室
が
焼
失
し
て
い

る
。
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学
校
名

日
時
、
場
所

参
加
者

学
校

の
基
本

情
報

住
民

集
会
概
要

Ｔ
－

25
グ
ー
ラ
マ

日
時
：

11
月

20
日

場
所
：

タ
ウ
ア
県
、
コ
ニ

市

ニ
ジ
ェ
ー
ル

視
学
官
、
校
長
、
教
員
、

父
兄
（

50
名
）

日
本

原
、
根
来
、
小
山
、

M
.M

O
U

N
A

H
I（

ア
ニ

メ
イ
タ
ー
）

創
立

年
：

19
27

年

生
徒

数
：

96
6
名

学
校

施
設
：

16
教

室
（
内

藁
小
屋

教

室
は

5）
、
便
所
、
水
道

学
業

成
績
：

出
席
率

、
落
第

率
、
退

学

率
、

及
第
率

な
ど
他

校
に
比

べ
比
較

的

良
好

。

創
立

も
古
い

が
、
規

模
も
大

き
く
、
委

員
会
の

活
動
も
活
発
に

見
受
け
ら
れ
た

。
昨
年

度
の
活
動

と
し

て
は
、

仮
設

教
室
の

建
設
、

机
椅
子

20
0
の

修
理
な
ど
で
あ

る
が
、
そ
の
他

に
、
学
校
菜
園
、
学

校
薬

箱
な
ど
の
活

動
が

あ
る
。

ま
た
、

2
部
制
授
業
を
採
用
し
て
い

る

4
ク
ラ

ス
（

1
年

2
ク
ラ

ス
、

2
年

2
ク

ラ
ス
）
に
つ
い
て
は
、
空
い
て
い
る
時
間
を
ア

ラ
ブ

語
の
授
業
に
当

て
る

た
め
、

そ
の
仮

設
教

室
を

建
設

す
る
ほ

か
、
教
員

（
マ
ラ

ブ
ー

）
の
給

与
を

支
払

っ
て
い

る
。
委
員

会

の
選

挙
は
毎

年
行
わ

れ
、

各
ポ

ス
ト

に
複
数

の
候
補
者

が
あ
っ

た
と

い
う
こ

と
で

、
そ

の
選
定

過
程
も
比

較

的
民

主
的
と

思
わ
れ
る
。
共
益
費
に
つ
い
て
は
、
年

間
50

0C
FA

と
決

め
ら
れ
て
い
る
が
、
徴
収
に

関
し

て

は
、

8
割

程
度

と
な
っ

て
い
る

。
集
会
の

過
程

で
、

ガ
ー
ド
マ
ン

の
雇

用
の

話
題
に

な
っ

た
と

き
に

、
父

兄

側
か

ら
、
ガ

ー
ド
マ

ン
の

給
与

等
は

国
が
負

担
す
べ
き

と
の
意

見
が

出
、
視

学
官

と
議

論
に
な

っ
た
。
住

民

に
し

て
も
、

す
べ
て

を
住

民
側

が
負

担
す
る

こ
と
に
た

い
し
て

は
、

不
満
が

あ
る

こ
と

は
間
違

い
な
い
。

議

論
自

体
は

、
視

学
官

側
が
、
「
援

助
の

調
査

に
き

て
い
る

方
々

の
前

で
す

る
議

論
で

は
な
く

、
援

助
を

呼
び

込
む

た
め
に

住
民
の

イ
ニ

シ
ア

チ
ブ

を
示
す

べ
き
で
あ

る
」
と

い
う

主
旨
の

発
言

で
終

わ
り
に

な
っ
た
。

委

員
会

の
教
育

へ
の
啓

蒙
に

つ
い

て
は

、
活
発

に
行
わ
れ

て
い
る

よ
う

で
、
子

弟
の

教
育

に
対
し

、
消
極
的

な

父
兄

に
対
し

は
説
得
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

T-
36

マ
ダ
ウ
ア
－
ギ
ャ
ル
ソ
ン

日
時
：

11
月

21
日

場
所
：

タ
ウ
ア
県
、
マ
ダ

ウ
ア
市

ニ
ジ
ェ
ー
ル

教
育
顧
問
、
校
長
、
教

員
、
父
兄
（

70
名
）

日
本

原
、
根
来
、
小
山
、

M
.M

O
U

N
A

H
I（

ア
ニ

メ
イ
タ
ー
）

創
立

年
：

19
12

年

生
徒

数
：

41
4
名

学
校

施
設
：

12
教

室
（
内

藁
小
屋

教

室
は

2）
、
便

所
、

水
道
教

員
宿
舎

1，
倉

庫

学
業

成
績
：

出
席
率

（
特
に

5，
6
年

生
）、

及
第

率
が

低
く
、

落
第
率

が
高

い
。

委
員

会
の
活

動
に
つ

い
て
は

、
比
較
的

活
発

的
に
行
わ
れ

て
い

る
。

仮
設
教

室
の

建
設

や
、
子

供
の
出

席
の

啓
蒙

な
ど
も

行
っ
て

い
る
。

仮
設
教
室

の
建

設
は
、
人
に

よ
り

、
資

金
を
出

す
場

合
と

、
役
務

を
提
供

す
る

場
合

が
あ
る

。
委
員

会
に
つ

い
て
は
、

問
題

が
起
こ
る
た

び
に

校
長

が
集
会

を
召

集
し

て
い
る

と
の
回

答
が

あ
っ

た
。
ま

た
委
員

会
と
し

て
は
、
今

後
、

学
校
菜
園
な

ど
で

、
委

員
会
の

予
算

を
増

加
さ
せ

、
活
動

を
充

実
さ

せ
る
ほ

か
、
早

期
職
業

訓
練
を
導

入
す

る
こ
と
を
計

画
し

て
い

る
。
学

校
教

育
に

対
す
る

意
見
と

し
て

「
学

校
を
卒

業
し
て

も
職
が

な
い
と
い

う
現

実
が
父
兄
を

教
育

に
対

し
て
無

関
心

に
さ

せ
て
い

る
」
と

い
う

出
席

者
の
発

言
が

あ
っ

た
。

出
席
率

が
悪

い
問

題
に

つ
い
て

は
、
女
性

教
員

は
、

2
部

制
授
業

の
時

間
割

を

父
兄

が
把
握

し
て
お

ら
ず
、

そ
の
せ
い

で
、

出
席
率
が
悪

く
な

っ
て

い
る
と

回
答

し
た

が
、
そ

の
理
由

は
父

兄
に

非
識
字

者
が
多

く
、
せ

っ
か
く

紙
で
通

知
し
て
も
そ
れ

が
伝
わ
ら
な
い

た
め
と
の
こ

と
で

あ
っ
た
。

Ｔ
－

37
ア
ガ
デ
ス
タ
ウ
ー
ア

日
時
：

11
月

21
日

場
所
：

タ
ウ
ア
県
、
マ
ダ

ウ
ア
市

ニ
ジ
ェ
ー
ル

教
育
顧
問
、
校
長
、
教

員
、
父
兄
（

60
名
）

日
本

原
、
根
来
、
小
山
、

M
.M

O
U

N
A

H
I（

ア
ニ

メ
イ
タ
ー
）

創
立

年
：

19
71

年

生
徒

数
：

70
7
名

学
校

施
設
：

12
教

室
（
内

藁
小
屋

教

室
は

2）
、
便

所
、

水
道
、

倉
庫

2
学

業
成

績
：

落
第
率

が
高
い

。

全
体

的
に
は

、
他
の

委
員
会

の
活
動
に

つ
い

て
は
他
校
と

同
じ

よ
う

な
答
え

が
返

っ
て

き
た
が

、
校
長

が
女

性
と

い
う
こ

と
も
あ

り
、
女

子
の
就
学

の
向

上
に
つ
い
て

は
、

委
員

会
も
積

極
的

な
啓

蒙
活
動

を
し
て

い
る

よ
う

に
み
う

け
ら

れ
た

。
2
部

制
授
業
に

つ
い

て
は

、
ま
だ
導
入

さ
れ

た
ば

か
り
で

、
教

員
も

生
徒

も
父

兄

も
そ

の
制
度

に
慣
れ

て
い
な

い
よ
う
で

、
生

徒
が
時
間
を

間
違

え
、

そ
れ
が

、
出

席
率

の
低
下

を
招
い

て
い

る
と

い
う
説

明
が

あ
っ

た
。

2
部

制
授
業

の
空

い
て
い
る
時

間
に

ア
ラ

ブ
語
を
マ
ラ

ブ
ー

（
イ
ス

ラ
ム
指

導

者
）

に
教
え

さ
せ
る

と
い
う
制

度
は
、

父
兄

も
積
極

的
で
、

そ
れ
は

あ
る
面

、
現

在
の

教
育
内

容
と

現
実

の

生
活

の
乖
離

を
示
し
て

い
る
の

か
も
し

れ
な
い

。

供
託

金
は
マ

ラ
ブ
ー
に

納
め
て

い
る
。
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資料１２　ソフトコンポーネント計画書

（１） 背景

今回、ニジェール政府から要請されている学校について、現地調査を行った結果、老朽化、破損

した教室が放置されている例が多いことが判明した。従来、学校施設の維持管理費は国が負担する

ことになっていたが、実際には、国の教育予算のほとんどは、人件費に充てられており、施設維持

管理に割ける予算はなかった1。そのため、「教育基本法2」により、学校施設の維持管理の財政支出

については、地方自治体と住民(父兄)が責任を持つこととなった。しかしながら、地方自治体にも

学校の維持管理予算は、少なく3、現実にはほとんどすべての維持管理負担は父兄を中心とした住民

が受け持つ結果となった。「教育 10 カ年計画（PDDE）」の上位計画である「貧困削減戦略ペーパー

（PRSP）」の基礎教育分野の方針にも、学校運営委員会を通した公共資源の管理が謳われており、

本案件で建設された教室の維持管理は、父兄が行うことを想定し、ソフトコンポーネントを導入す

ることにより父兄に対する学校運営維持管理に対する意識を向上させ、学校施設維持管理の永続化

を計ることが適当と判断される。以下、住民集会、質問表、他ドナープロジェクトの調査分析結果

から、ソフトコンポーネント実施の可能性とその方向性について述べる。

（２） 問題分析

ア 他ドナープロジェクトの分析

小学校建設援助プロジェクトのほとんどが、施設建設、教育の内容改善に資する活動、住民への

啓蒙活動と組織化を平行して実施している。手法は多少違うが、住民特に父兄を巻き込んで、学校

の活性化を図り、施設の維持管理体制の強化、教員の質、やる気、校長の学校運営の指導、教科書

の保有率、生徒の健康、栄養状況の改善など教育環境、教室の質の向上など総合的なアプローチを

採用しているドナーが多い。小学校建設計画に、多くのドナーが参加型の手法を付け加えるように

なった理由は、教室の建設や建て替えだけでは、期待される効果をあげるのには十分ではなく、住

民の参加があって初めて、維持管理や教育の質の向上が実現することが、過去のプロジェクトの評

価から明らかになったからである。

イ 住民集会及び質問表集計結果分析

住民集会は、本調査期間中に調査対象校 10校(ドッソ県 4校、タウア県 6 校)ついて行った。集会

での調査の目的は、父兄などの学校施設維持管理に対する意識や、実際の活動、学校への要望など

の聴取であった。住民集会の対象になった学校は、多くの父兄の意見を聞くために、規模が大きい

学校を対象とした。それらの学校では、住民の活動による学校施設の修理、改修、便所、塀の建設

などの活動が見られた。しかし、それらの活動が父兄の学校に対する或いは子弟の教育に対する積

極的な態度であると判断することはできない。なぜならば、多くの学校運営委員会において委員は

                                                          
1 財務省の公共支出白書によれば、初等教育に対する財政支出の約９割は人件費に支出されている。
2 1998年 6月 1日付け法令第 98－12
3 例えば、ガヤ市の場合、学校の施設維持費は年間で 20万 FCFA（約 5万円）しか計上されていない。
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村の有力者が選挙により選出され、その委員達の意向によって供託金が徴収され、委員会の活動が

なされている場合も多く、会の活動が父兄の総意を表したものでないと判断されるからである。

また対象校すべてについて行われた質問表による調査の中で、学校の運営維持管理を目的とした

父兄の活動及び学校運営委員会についての回答では、学校運営委員会はすべての学校に存在するが、

活動が行われていない学校があることも判明した。

上記調査の結論は、以下のようになる。

学校の運営維持管理に責任を持つ学校運営委員会の維持管理活動そのものが父兄の総意を表して

いないため、父兄の活動への積極的参加は期待できない。

（３） ソフトコンポーネント導入の根拠及びその方向性

上記分析の結論は、学校運営委員会の活動そのものに学校運営への大多数の父兄の意向が反映さ

れていないため、活動が活発にならないとしている。したがって維持管理の活動を活発化、永続化

するためには、ソフトコンポーネントにおいて、学校運営委員会への啓蒙活動を通じ、父兄の意向

を反映した運営活動を自ら作成、実施することにより、自主的な学校運営管理を達成すべきである。

学校運営委員会は、父兄と学校を結びつけるものであり、本来の目的で機能すれば、学校の維持管

理、運営、生徒の学業、教員の待遇の改善にも大きな役割を果たすことが期待される。

（４） 本ソフトコンポーネントの目標

上記の背景及びソフトコンポーネント導入の必要性に係る根拠を踏まえ、本ソフトコンポーネン

ト計画においては、以下のように目標を設定する。

ア 上位目標

対象校において住民のニーズに配慮した学校運営がなされ、住民の教育に対する意識が高まり、

他校にも広まる。

イ プロジェクト目標

対象校の運営維持管理活動が改善され、かつ継続的に行われる。

（５） 成果（直接的効果）

ア 対象校において、住民、生徒、教員の学校運営に対する要望が確認され、学校の運営維持管理の問

題が認識される

イ 対象校の校長、教員を啓蒙し、彼等が父兄による計画策定を支援する能力が改善される

ウ 対象校において、学校運営委員会が再組織される

エ 対象校において、学校施設の管理計画が実施される

オ 対象校において教員、父兄などにより維持管理計画実施がレビューされる

カ 本ソフトコンポーネント計画における経験をもとに、学校運営ガイドラインの作成、教員への養成、

学校運営活動計画の作成・実施・評価等の一連の活動の手法が体系化される。
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（６） 活動

ア 活動体制

本ソフトコンポーネントは我が国の無償資金協力による施設建設に附随して行われる。したがっ

て、施主はニジェール国政府であり、基礎教育省が責任機関となり、実施主体は日本のコンサルタ

ントとなるが、現地事情に精通し、教育分野に経験豊富な現地 NGO を下請けとして活用する。

ソフトコンポーネントの実施は、日本のコンサルタントの管理のもとに現地 NGO が主として行う。

日本のコンサルタントは全体計画の立案、行程管理、施主への報告等を行う。

イ 活動計画

活動計画と当該業務によりもたらせる成果を以下に示す。また各業務内容の詳細を別添として示

す。

（ア） 現状分析及び教員養成計画書の作成

（成果）

（現状把握）

対象校の教員、父兄を対象にし、施設管理も含む学校の運営に関する調査を行い、その結

果を分析し、問題点をあきらかにする。この分析結果は、校長、教員などに対する学校運営委

員会の再組織化および学校運営活動計画策定の支援能力改善のための計画書作成のための基礎

資料とする。

（教員養成計画書）

学校運営委員会の再組織化、学校運営活動計画策定支援を行うために、NGO の要員が、校

長、教員を対象として行う養成のための計画書を作成する。この計画書は第２期に再度改定さ

れ、学校運営ガイドラインの重要な骨子となる。

（イ） 校長、教員の養成

（成果）

上記の活動で作成した計画書をもとに NGO の要員が、対象校の校長、教員に対して養成を

行うが、この養成により、校長、教員は、対象校において、実際に学校運営委員会の再組織化

と学校運営活動計画の策定能力を得る。

（ウ） フォーラム、啓蒙活動、学校運営活動計画の策定

（成果）

（フォーラム）

基礎教育省関係者、対象校の教員、父兄などを集め、学校運営委員会の活動と活動計画の

重要性を参加者全員に認識させることを目的とする。プロジェクト開始のセレモニー的意味合

いもある。

（学校運営委員会の再組織化）

養成を受けた教員が、学校において、学校運営活動計画策定委員会という形で、学校運営

委員会の再組織化を行う。
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（学校運営活動計画の策定支援）

養成を受けた教員が、父兄の要望を聞きながら、父兄とともに学校運営活動計画を策定す

る。この学校運営活動計画は、実現希望計画ではなく、実現可能な計画とし、活動の実施期限

を記載する。この学校運営活動計画書は同時に評価の際の評価表ともなる。

（エ） 学校運営活動計画実施支援、中間、最終自主評価、学校運営ガイドラインの作成

（成果）

（学校運営活動計画実施支援）

NGO は計画実施における様々な問題点を把握し、適切なアドバイスを与える。

（中間評価）

中間評価は、基礎教育省関係者他、プロジェクト関係者が参加し、プロジェクトの問題点

を把握し、計画改善のための提言を行う。

（自主評価）

父兄が自身の作った学校運営活動計画について自己評価することにより、計画の問題点が

把握できるようになり、父兄、教員の問題分析能力が改善される。

（コンクール）

学校運営活動計画の実施状況などを、自主評価の内容をもとに、NGO、日本人コンサルタ

ント、基礎教育省などの関係者が審査し、順位をつけ、関係者を集めたセレモニーの席で発表

する。新しい学校運営活動計画のプライオリティーの高い計画に対する援助の形で、賞品を出

す。コンクールは学校ごとの競争意識を高めるため、動機付けとして重要である。

（学校運営ガイドラインの作成）

学校運営ガイドラインにおいては、本ソフトコンポーネント計画から得た教訓を活かしつ

つ、教員養成計画書の作成過程から、その計画書を使った教員養成、啓蒙活動、評価などすべ

てのプロセスの手法を概説する。このガイドラインは、ニジェールの基礎教育省に提出され、

各、県教育事務所、視学官事務所、学校に配布される。

（７） 活動実施主体の役割

本ソフトコンポーネント計画の実施に当たっては、以下の関係主体の参加と役割分担が想定され

る。
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関係主体 役割

日本人コンサルタント ○ ソフトコンポーネント全体の実施と管理

○ 第１期、２期、最終評価報告書の監修

○ ガイドラインの作成指導

○ 施主及び JICAへの報告

現地職員 ○ ソフトコンポーネント全体の実施と管理

○ 日本人コンサルタントとの連絡

○ 中間評価、最終評価の実施管理

○ 活動報告書の審査、とりまとめ

NGO ○ 対象校における現状把握調査の実施

○ 校長、教員などに対する啓蒙活動、計画策定能力強化のための養成の
実施

○ 校長、教員が行う啓蒙活動を支援

○ 学校運営委員会フォーラムの開催

○ 学校運営活動計画策定のための活動支援

○ 学校運営活動計画実施支援

○ 中間評価の実施

○ 最終自主評価の実施

○ コンクール開催

○ すべての活動についての報告書作成

○ 学校運営委員会ガイドラインの作成

基礎教育省本庁 ○ 学校運営委員会フォーラムへの参加

○ 中間評価ミッションへの参加

○ コンクールへの参加

県教育事務所 ○ 学校運営委員会フォーラムへの参加

○ 中間評価ミッションへの参加

○ コンクールへの参加

○ ソフトコンポーネント委員会への参加

視学官事務所 ○ 学校運営委員会フォーラムへの参加

○ 中間評価ミッションへの参加

○ コンクールへの参加

○ ソフトコンポーネント委員会への参加

校長、教員 ○ NGOの現状把握活動への協力

○ 校長、教員などに対する啓蒙活動、計画策定能力強化のための養成へ
の参加

○ 学校における学校運営委員会の再組織化、啓蒙活動の実施

○ 学校運営委員会フォーラムへの参加

○ 学校運営活動計画策定の啓蒙活動の実施

○ 学校運営活動計画実施フォロー

○ 中間評価への協力

○ 最終自主評価への参加
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関係主体 役割

○ コンクールへの参加

○ 学校運営ガイドライン作成への協力

父兄 ○ NGOの現状把握活動への協力

○ 校長、教員などに対する啓蒙活動、計画策定能力強化のための養成へ
の参加

○ 学校における学校運営委員会の再組織化、啓蒙活動の実施

○ 学校運営委員会フォーラムへの参加

○ 学校運営活動計画策定の啓蒙活動の実施

○ 学校運営活動計画実施フォロー

○ 中間評価への協力

○ 最終自主評価への参加

○ コンクールへの参加

○ 学校運営ガイドライン作成への協力

地方自治体 ○ NGOの現状把握活動への協力

○ 学校運営委員会フォーラムへの参加

○ 中間評価への参加

○ 最終自主評価への参加

○ コンクールへの参加

生徒 ○ NGOの現状把握活動への協力

○ 学校運営委員会フォーラムへの参加

○ 最終自主評価への参加

○ コンクールへの参加

（８） プロジェクト戦略

ア 住民の参加、社会動員

学校運営委員会をその名の通り機能させるために必要なことは、住民、教員、生徒の要望、

学校の需要に沿った学校運営活動計画を決定し、その計画に関係する全員が実行することであ

る。そこには住民参加、社会動員が不可欠となる。

イ キャパシティービルディング

学校運営委員会の組織化、学校運営活動計画の作成などは、本来、校長や教員が指導すべ

きであるが、現在はその能力に欠けている。その能力を養成することによって、対象校の学校

運営委員会を機能させるだけではなく、他の学校にもプロジェクトの効果を波及させることが

可能になる。

ウ フォローアップと自主評価

プロジェクトの実施を保証するために、フォローアップを定期的に行う必要がある。自主

評価は、未実行の学校運営活動計画の原因分析を当事者に行わせることによる評価能力の向上

と計画作成能力の改善が望める。
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エ 他ドナープロジェクト、我が国の他スキームとの連携

父兄、教員が学校の運営活動計画を作成した場合は、施設維持管理の範囲を越えた活動が

記載されてくる可能性が高い。例えば、教室の建て替え、教科書、教具の購入、教員の自主研

修への支援、生徒に於ける保健衛生の改善、学校給食の実施などである。しかし、施設維持管

理を越えた項目を運営活動計画の中から排除することは適当でない。なぜならば、様々な要素

が改善されて初めて学校が活性化し、生徒の教育環境が改善し、成績があがり、住民と学校の

距離が縮まるといった効果が生まれ、それが、真の意味で我が国のプロジェクトの効果発現に

結びつくからである。したがって、維持管理以外の項目については、ソフトコンポーネントに

よる活動以外に、我が国の他援助スキームや他のドナーのプロジェクトによる援助を導入する

こととする。

（９） 詳細投入計画

本計画の各業務遂行に係る詳細投入計画については、添付１の活動詳細表、及び添付２の作業工

程表に示す。

添付書類

添付 1. 活動詳細表

添付 2. 作業工程表
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学
校
運
営
活
動
計
画
の
作
成

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
学
校
運
営
委
員
会
の
組
織
化
、
学
校
運
営
活
動
計
画
の
作
成

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
学
校
運
営
委
員
会
の
組
織
化
、
学
校
運
営
活
動
計
画
の
作
成

3−
1．
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

基
礎
教
育
省
関
係
者
、
対
象
校
の
教
員
、
父
兄
な
ど
を
集
め
、

学
校
運
営
委
員
会
の
活
動
と
活
動
計
画
の
重
要
性
を
参
加
者

全
員
に
認
識
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

開
始
の
セ
レ
モ
ニ
ー
的
意
味
合
い
も
あ
る

視
学
官
事
務
所
職

員
、
対
象
校
教
員
、

生
徒
、
父
兄

タ
ウ
ア
、
マ
ダ
ウ
ア
、

コ
ニ

（
ド
ッ
ソ
、
ガ
ヤ
）

9
日
（

3
日
）

N
G

O
、
視
学
官
事
務

所
、
校
長
、
教
員

文
房
具
、
資
料
他

3−
2．
学
校
運
営
委
員
会
の
組
織
化

養
成
を
受
け
た
教
員
が
、
学
校
に
お
い
て
、
学
校
運
営
活
動

計
画
策
定
委
員
会
と
い
う
形
で
、
学
校
運
営
委
員
会
の
再
組

織
化
を
行
う
。
そ
の
構
成
は
さ
ま
ざ
ま
な
勢
力
の
代
表
か
ら

な
る

校
長
、
教
員
、

N
G

O
各
対
象
校

37
日
（

16
日
）

校
長
、
教
員
、

N
G

O
、

N
G

O
保
有
車
輌

3−
3．
学
校
運
営
委
員
会
活
動
計
画
策
定
支
援

養
成
を
受
け
た
教
員
が
、
父
兄
の
要
望
を
聞
き
な
が
ら
、
父

兄
と
と
も
に
学
校
運
営
活
動
計
画
を
策
定
す
る
。
こ
の
学
校

運
営
活
動
計
画
は
、
実
現
希
望
で
は
な
く
、
実
施
可
能
な
計

画
を
期
限
を
決
め
た
上
で
、
策
定
す
る
。
学
校
運
営
活
動
計

画
書
は
同
時
に
評
価
の
際
の
評
価
表
と
も
な
る
。

校
長
、
教
員
、

N
G

O
各
対
象
校

37
日
（

16
日
）

校
長
、
教
員
、

N
G

O
、

N
G

O
保
有
車
輌

各
学
校
の
学
校
運
営

活
動
計
画
策
定
支
援

3−
4
報
告
書
の
作
成

学
校
運
営
活
動
計
画
の
策
定
は
、
本
案
件
の
も
っ
と
も
重
要

な
活
動
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
こ
の
部
分
の
報
告
書
は
、
計
画

の
策
定
状
況
の
ほ
か
に
そ
の
内
容
の
評
価
も
行
う
。

ニ
ア
メ

7
日
（

7
日
）

N
G

O
、
現
地
職
員
、

報
告
書
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活
動
詳
細
表

活
動
詳
細
表

活
動
詳
細
表

活
動
詳
細
表

4

活
動
内
容

対
象

活
動
場
所
（
第

2
期
）
所
要
期
間
（
第

2
期
）
実
施
主
体

必
要
機
材

成
果
物

4．
学
校
運
営
活
動
計
画
実
施
支
援
、
中
間
、
最
終
評
価
、
学
校
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成

学
校
運
営
活
動
計
画
実
施
支
援
、
中
間
、
最
終
評
価
、
学
校
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成

学
校
運
営
活
動
計
画
実
施
支
援
、
中
間
、
最
終
評
価
、
学
校
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成

学
校
運
営
活
動
計
画
実
施
支
援
、
中
間
、
最
終
評
価
、
学
校
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成

4−
1．
学
校
運
営
活
動
計
画
実
施
支
援

学
校
運
営
活
動
計
画
の
実
施
は
、
学
校
運
営
委

員
会
が
中
心
と
な
り
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
実
施

の
過
程
で
起
こ
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
ア

ニ
メ
イ
タ
ー
で
あ
る
教
員
や
、
父
兄
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

対
象
校
教
員
、
父
兄

各
対
象
校

37
日
（

16
日
）

N
G

O
、
現
地
職
員
、

N
G

O
保
有
車
輌

4−
2．
中
間
評
価

中
間
評
価
チ
ー
ム
は
、
本
案
件
の
様
々
な
関
係

機
関
の
代
表
か
ら
構
成
さ
れ
、
案
件
の
実
態
を

評
価
す
る
以
外
に
、
案
件
の
意
義
を
関
係
機
関

に
知
ら
し
め
る
効
果
が
あ
る

対
象
校
父
兄
、
教
員

タ
ウ
ア
、
マ
ダ
ウ
ア
、

コ
ニ

（
ド
ッ
ソ
、
ボ
ボ
イ

ェ
、
ガ
ヤ
）

6
日
（

2
日
）

基
礎
教
育
省
職
員
、

県
教
育
事
務
所
長
、

視
学
官
、

N
G

O
、

N
G

O
保
有
車
輌

中
間
評
価
報
告
書

4−
3．
中
間
評
価
報
告
書

ニ
ア
メ

7
日
（

7
日
）

中
間
評
価
参
加
者

4−
4．
最
終
自
主
評
価

校
長
、
教
員
が

N
G

O
の
要
員
の
指
導
の
下
、

学
校
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
学
校
運
営
活
動

計
画
の
実
施
状
況
、
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
の

自
主
評
価
を
行
う

対
象
校
教
員
、
生
徒
、

父
兄
他

各
対
象
校

37
（

16
日
）

教
員
、
父
兄
、
生
徒

N
G

O

N
G

O
保
有
車
輌

最
終
自
主
評
価
報
告

書

4−
5．
評
価
報
告
書

ニ
ア
メ

7
日
（

7
日
）

N
G

O

4−
6．
コ
ン
ク
ー
ル
開
催

各
対
象
校

タ
ウ
ア
（
ド
ッ
ソ
）

3
日
（

3
日
）

N
G

O
、
学
校
運
営
委

員
会

N
G

O
保
有
車
両

4−
7．
学
校
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成

ニ
ジ
ェ
ー
ル
基
礎
教

育
省

ニ
ア
メ

30
日
（

30
日
）

N
G

O
、
現
地
職
員
、

日
本
人
コ
ン
サ
ル

学
校
運
営
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
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